
MUSEUM
ミュ‾ジ詫者瑠

璃聞誠美術館
開館時間　午前9時～午後5時
※増田誠美術館は午後4時30分まで
観覧料　一　　般300円（210円）

高・大学生200円（140円）
小・中学生100円（70円）

※（）内は、20名以上の団体料金です。
休館日　月曜日、第3火曜日

祝日の翌日
間合先　ミュージアム都留

℡45－8008

Report

勝山城の調査を終えて
一帯郭調査編－

ミュージアム都留企画展

「都留市のたかるもの
～都留市文化財展」

10月16日（土）～11月28日（日）

CUITURE

臆市指定文化財第2号
「灰粕梅花大壷」
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今
月
は
帯
郭
の
調

査
成
果
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
帯
郭
は

三
の
丸
の
束
に
位
置

し
、
勝
山
城
の
北
東

を
帯
状
に
取
り
巻
く

平
坦
面
で
す
。
帯
郭

の
北
斜
面
で
は
、
二

の
丸
と
同
様
に
草
木

に
覆
わ
れ
た
斜
面
の

一
部
で
人
頭
大
の
石

今
回
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
「
都
留
市
の
た

か
ら
も
の
」
展
か
ら
、
市

指
定
文
化
財
第
2
号
の

「
灰
紬
梅
花
大
壷
」
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
壷
は
昭
和
4
1

年
、
市
内
の
工
事
現
場
か
ら
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
発
見
さ
れ
、

工
事
関
係
者
か
ら
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
東
京
国
立
博

物
館
の
鑑
定
で
は
、
お
よ
そ

5
0
0
年
ほ
ど
前
の
室
町
時

代
末
に
作
ら
れ
た
、
常
滑
焼

の
壷
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
調
査

の
結
果
、
石
積
み
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
石
積
み
は
崩
落
し
て
い
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
形
状
を
し
て

い
る
か
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、

斜
面
の
花
崗
岩
を
段
状
に
切
り
取

り
成
形
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

山
の
花
崗
岩
か
ら
直
に
積
ま
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
丸
か

ら
南
へ
延
び
る
平
地
か
ら
帯
郭
が

よ
く
見
渡
せ
、
石
積
み
の
一
部
で

礎
石
と
考
え
ら
れ
る
扁
平
な
石
材

が
確
認
さ
れ
て
い
る
建
造
物
が
存

在
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
帯

郭
に
は
門
が
存
在
し
た
可
能
性
が

推
測
さ
れ
ま
す
。
石
積
み
は
帯
郭

の
空
間
を
狭
め
、
門
の
脇
を
固
め

る
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
石
積
み
を
構
成
す
る

石
材
は
花
崗
岩
の
は
か
、
玄
武
岩
、

凝
灰
岩
、
安
山
岩
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
玄
武
岩
、
凝
灰
岩
は
勝

山
城
に
は
存
在
し
な
い
石
材
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
多
く
分

布
す
る
桂
川
周
辺
か
ら
調
達
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
遺
物

は
煙
管
と
陶
器
の
破
片
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

査
　
見
積

調
　
発
石

晶
嘉
0

8
個
臆
き
み


